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タイトル案



タイトル案（10月３日時点）

高齢化が進む日本における
運転免許返納後の代替移動手段の分析と評価

~東京都足立区バス路線ケースの検証~

*論文全体の完成後に最終タイトルを決定予定



問題の定義



問題点

自動車中心の社会において、年少者、要介護者、一部の高齢者や障害者
など、自分で運転することができず、自家用の交通手段がないため公共交通
機関に頼らざるを得ない人。とくに公共交通機関が整備されていないため、買
い物など日常的な移動にも不自由を強いられている人をさす。
・・・・

日本では、1980年代に過疎地における路線バスの維持問題が浮上した際、
交通手段を失う住民をさすようになり、移動機会の平等や交通事故防止と
いった観点から、今日ではまちづくりや福祉などの幅広い分野で使われている。
高齢化が進み、都市部の公共交通機関では車両や施設の快適性（ノンス
テップバス導入や乗り場の段差解消など）が高められる一方、地方では、自
家用の移動手段がなければ、日常的な買い物にも支障をきたすような状態
が続いている。

・・・

*「病院への通院」、「買い物」が気楽に行える手段を考えたい



論文前提条件

移動手段

https://www.gov-online.go.jp/useful/article/201912/1.html

電車/地下鉄

路線バス

タクシー

自家用車

自転車

（改善提案は現実的でない）

運転免許返納

×

△（高額）

テーマ設定

高齢化

*お金がとてもかかる・・・



論文前提条件

検討条件

都市（東京）

地方

〇路線はおおむね整備されているが、それでも
「交通弱者」指定地域がある

〇今後、高齢化がさらに進む

テーマ設定

〇路線が限定的であり、解決策を実行するには
大きな投資が必要と思われる

〇生活インフラ（病院など）の整った都市部への
移住も増えてきている



論文前提条件

検討条件

停留所まで遠い

運行が少ない

〇最大公約数的に設定すると限界がある

〇路線を作った時代から、生活状況が変化している

テーマ設定

〇利用率と運行コストによる

目的地近くに行かない

高齢者が利用しにくい理由



研究内容



研究内容

足立区花畑における「交通弱者（高齢者）」の地域調査 ： バス、電車はありそうだがなぜ？

国、自治体、民間などの取り組み調査

対策の事例 ： なぜ効果がありそうか？

分析と仮説 ： バス運行路線（、バス停留所）の仮説と検証 ：どうすればいいか？



研究内容

他の交通弱者指定地域へ適用させる場合の提案 ： その理由と効果予測、なぜ効果あると言える？

（実際は実証実験などで成果をみたいが、本論文では実行できないため「評価」にとどまる

対策案 ： バス運行路線（、バス停留所）の設定



現時点の調査、進捗状況



公共交通不便地域とは

「公共交通不便地域の考え方について」より抜粋

地域やバス会社によって様々だが、
バス利用者の200~500mに停留
所が無い地域の人々を指す

*各所の考え方差異はあるが、まずは300mが基準



足立区花畑での取り組み

「花畑周辺地域における交通不便地域の解消に
向け、バスの社会実験を実施」という形で社会実験
バスを試験運用している

“新”停留所は病院やスーパーを目的地として設定
している為、主に老人の交通弱者を対象にしている



足立区花畑モデルの分析

●以前までのバス路線・バス停に対し、

どの地域でどんな不満があったのかを

データを基に考察(65歳以上)

●新規路線・バス停での交通不便地域

の変化検証（効果予測）



現状の分析

250mメッシュ内から最寄りのバス停までの
距離を測定(ベクタのバッファ300m設定)



結果1

旧バス停だと300m圏内に収まっていない地
域が存在する



結果2

◆バス停までの距離が遠い上位3位の250mメッシュ



新路線図、新バス停での分析

社会実験バスでの路線、バス停位置で同
様の分析を行い、どのような変化があるのか



足立区内のバス停と路線図(参考)

●新規バス停留所
━新規バス路線

●(交通不便地域周辺)約100mの間に
バスが運行するように改善

●公共交通弱者の主な目的地である
病院・駅へと続いている

という特徴が見られた

バッファだと,,,



足立区内のバス停と路線図(バッファ)

●(交通不便地域周辺)約300mの間に
バスが運行するように改善

●65歳以上の交通不便地域の解消となっ
ていることが分かる

●公共交通弱者の主な目的地である
病院・駅へと続いている

という特徴が見られた



数値上の結果

調整中

65歳以上の人口8329
旧バス停のカバー率5444
新バス停のカバー率6791

旧バスの65歳以上カバー率

カバー カバーなし

65%

新バスカバー率

カバー カバー無し

82％



実際の免許返納率

75歳を超えると免許返納率が高くなる(交
通不便地域の解消の為には75歳以上を考
慮することが重要になる)



75歳以上の高齢者が歩ける距離

仮説として、65歳から80歳までの疾病率を
基に歩行可能な距離を作成

疾病率は1.5倍増加するので300/1.5か
ら半径200mと仮定



足立区内のバス停と路線図(200mバッファ)

バッファでの結果


